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「
株
式
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
と
歩
道
の
ふ
ち
石
と
の
奇
妙
な
類
縁
関
係
が
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
ロ
ソ
ド
ソ
の
証
券
市

場
は
一
世
紀
の
長
い
あ
い
だ
歩
道
に
存
在
し
て
い
た
。
ジ
ヨ
ソ
・
ロ
ー
の
時
代
に
お
け
る
バ
リ
ー
の
射
亮
９
◎
巨
箏
８
昌
り
ｏ
気
で

の
投
機
は
歩
道
で
な
さ
れ
て
い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
株
式
取
引
所
も
ま
た
、
最
初
の
証
券
取
引
は
、
周
知
の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
ル
街

の
す
ず
か
け
の
木
の
下
で
行
な
わ
れ
、
一
七
二
五
年
か
ら
一
八
一
七
年
ま
で
具
体
的
な
市
場
設
傭
を
も
た
ず
、
屋
外
取
引
を
つ
づ
け

た
の
で
あ
っ
た
。
証
券
取
引
と
街
路
の
ヘ
リ
石
と
の
不
思
議
な
因
縁
は
世
界
的
に
共
通
し
た
経
験
的
事
実
で
あ
る
。
証
券
取
引
は
街

路
の
歩
道
に
生
れ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
証
券
取
引
に
た
い
す
る
秩
序
が
確
立
さ
れ
、
完
全
に
近
い
具
体
的
な
取
引
市
場
設
備
が
施
設
さ
れ
て
も
、
な
お
、

絶
え
る
こ
と
の
な
い
事
実
で
あ
っ
て
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
９
ま
く
弩
斤
９
や
パ
リ
に
お
け
る
Ｏ
◎
邑
げ
。
・
ｏ
に
う
け
つ
い
で

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
証
券
取
引
に
た
い
す
る
市
場
施
設
の
完
傭
が
な
さ
れ
た
あ
と
に
お
け
る
街
路
上
の
証
券
取
引
は
箪
二
証

券
取
引
所
市
場
へ
の
課
題
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
・
こ
の
よ
う
な
第
二
市
場
間
題
に
つ
な
が
る
街
路
上
の
証
券
取
引
は
諸
国
に
共
通
の
こ
と
で
は
な
い
。
最
初
の
証
券
取
引

市
場
の
設
傭
が
具
体
化
す
る
ま
で
は
、
街
路
上
の
証
券
取
引
は
共
通
の
事
実
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
具
体
的
な
証
券
取
引
市
場
設

傭
が
施
設
さ
れ
る
と
・
諸
国
に
共
通
し
を
と
で
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
き
ろ
に
、
第
二
市
場
間
題
の
秘
密
を
解
く
撃
蔵
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
た
と
え
ば
、
英
独
に
お
い
て
は
、
証
券
取
引
に
た
い
す
る
市
場
設
備
が
完
傭
さ
れ
て
い
ら
い
は
、
そ
の

市
場
外
の
街
路
上
に
お
け
る
証
券
取
引
は
発
生
し
て
い
な
い
の
に
反
し
、
米
仏
に
お
い
て
は
、
Ｏ
賞
、
げ
呂
、
、
斥
、
け
と
し
て
、
あ
る
い

は
Ｏ
◎
昌
。
。
。
。
ｏ
と
し
て
生
じ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
英
独
と
米
仏
の
証
券
取
引
に
た
い
す
る
市
場
間
題
に
お
け
る
相
違

に
つ
い
て
の
理
解
が
・
証
券
取
引
に
お
け
る
第
二
市
場
論
、
厳
密
に
い
え
ば
、
第
二
証
券
取
引
所
論
、
あ
る
い
は
第
二
証
券
取
引
所

市
場
論
に
つ
い
て
論
ず
る
ば
あ
い
の
基
本
的
な
鍵
を
あ
た
え
る
の
で
は
な
い
か
と
お
も
わ
れ
る
。
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そ
こ
で
、
米
仏
に
お
け
る
組
織
的
証
券
取
引
所
か
ら
溢
れ
出
て
、
第
二
証
券
収
引
所
市
場
が
組
織
せ
ら
れ
る
ま
で
の
証
券
取
引
に

お
け
る
糾
織
化
以
前
の
事
怜
に
類
似
し
た
街
路
上
の
取
引
発
生
に
つ
い
て
同
顧
す
る
こ
と
が
笏
二
市
場
問
魍
を
解
閉
す
る
手
が
か
り

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
収
引
所
か
ら
は
み
で
て
、
い
わ
ゆ
る
Ｏ
冒
げ
く
胃
斤
９
と
い
わ
れ
る
白
然
発
生
的
な
街

賂
上
の
市
場
に
お
い
て
、
証
券
収
引
が
行
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
正
確
に
は
、
記
録
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
南
北
戦
争
前
、
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す
な
わ
ち
、
一
八
四
九
年
前
後
、
ヵ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ァ
の
金
畝
発
見
ラ
ッ
シ
ュ
当
時
に
形
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
ヵ

に
お
け
る
産
業
の
発
展
は
目
醒
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
顕
著
な
発
展
部
門
は
「
綿
業
、
羊
毛
工
業
、
製
綿
工
業
、
製
靴
工
業
、

衣
服
製
造
業
、
製
粉
業
、
皮
革
工
業
、
機
械
製
造
業
、
精
糖
業
等
六
で
あ
っ
た
が
、
就
中
、
綿
業
、
羊
毛
工
業
、
製
鉄
業
の
発
達
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。
」
　
蒸
気
機
関
の
発
明
、
土
地
鉱
山
の
開
発
、
商
業
電
信
の
開
設
に
と
も
な
っ
て
工
場
設
傭
の
新
設

拡
充
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
に
必
要
な
企
業
資
本
調
達
の
た
め
に
株
式
の
発
行
が
な
さ
れ
た
。

　
当
時
す
で
に
、
そ
れ
ら
の
産
業
の
株
式
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
に
上
場
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
上
場
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
、
取
引
所
市
場
外
で
売
買
取
引
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
「
南
北
戦
争
以
前
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
資
本
の
証
券
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
有
料
道
路
、
運
河
、
鉄
道
、
銀
行
、
保
険
会
杜
等
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
」
　
大
規
模
に
、
株
式
の
発
行
に
よ

っ
て
企
業
資
本
の
調
達
が
な
さ
れ
た
の
は
南
北
戦
争
の
勃
発
以
後
に
属
す
る
よ
う
で
あ
る
。
　
「
南
北
戦
争
の
勃
発
以
来
、
政
府
の
不

換
紙
幣
濫
発
は
通
貨
の
膨
脹
を
誘
致
し
、
財
界
が
一
時
異
常
な
る
活
況
を
呈
し
た
為
め
で
あ
る
。
即
ち
企
業
熱
は
勃
興
し
、
発
起
人

は
繁
栄
し
、
投
機
熱
が
旺
盛
と
な
り
１
た
る
結
果
、
取
引
所
を
濫
れ
出
て
、
更
に
三
つ
の
小
取
引
所
の
出
現
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
の

一
は
現
在
の
Ｏ
冒
げ
罧
胃
斤
９
の
先
駆
を
な
す
屋
外
取
引
所
に
し
て
、
一
七
九
二
年
、
篠
懸
木
の
下
で
行
わ
れ
た
当
初
の
取
引
所
に

酷
似
し
て
い
る
。
そ
の
二
は
従
来
の
株
式
収
引
所
に
隣
接
せ
る
一
室
を
借
入
れ
、
大
取
引
所
の
公
定
相
場
を
漏
聞
し
て
取
引
を
行
っ

た
独
立
体
の
収
引
所
で
あ
る
。
そ
の
三
は
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
街
二
士
二
番
地
の
地
下
の
名
称
に
因
ん
だ
「
コ
ー
ル
・
ホ
ー
ル
取
引
所
」
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（
Ｏ
◎
巴
曽
◎
－
ｏ
向
誉
ぎ
轟
ｏ
）
に
し
て
何
箏
正
規
の
収
引
所
で
は
な
か
っ
た
が
、
取
引
高
は
一
時
巨
額
に
達
し
た
。
」

　
こ
こ
に
い
う
屋
外
ヵ
ー
ブ
・
マ
ー
ヶ
ツ
ト
は
、
は
じ
め
、
　
「
自
§
◎
く
睾
ｃ
ｏ
ｇ
ｏ
ｇ
に
近
い
考
昌
ｃ
ｏ
ｇ
ｏ
ｇ
に
、
一
時
、
集
会
所
を
も

っ
た
が
、
南
北
戦
争
の
あ
い
だ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
の
あ
る
と
こ
ろ
と
雰
署
雪
ｏ
ｏ
ｑ
¢
ｇ
と
の
あ
い
だ
の
ウ
ィ
リ
ァ
ム
一
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ス
ト
リ
ー
ト
で
機
能
し
た
。
当
時
で
は
、
売
買
取
引
は
午
前
八
時
に
開
始
さ
れ
、
午
後
六
時
あ
る
い
は
夕
方
遅
く
ま
で
つ
づ
け
ら
れ

た
。
夜
に
な
っ
て
か
ら
も
、
山
の
手
の
ホ
テ
ル
の
廊
下
で
行
わ
れ
た
。
↓
事
ｇ
ｑ
弓
巨
邑
ｃ
ｏ
弐
ｏ
ｇ
の
良
｛
亭
ト
く
ｓ
毒
目
◎
訂
－
は

一
八
五
九
年
に
開
業
し
た
の
で
あ
る
が
、
株
式
ブ
ロ
ー
カ
ト
の
一
般
の
集
会
所
と
な
っ
て
い
た
。
株
式
売
買
取
引
が
行
わ
れ
た
ホ
テ

ル
の
廊
下
は
、
、
○
昌
晶
ブ
異
、
乙
。
向
曽
げ
竃
鷺
、
、
と
し
て
知
ら
れ
、
取
引
活
動
は
毎
夕
は
じ
め
ら
れ
、
時
に
よ
れ
ば
、
夜
深
更
に
ま
で
お

よ
ん
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。
　
一
八
九
〇
年
代
の
中
葉
に
い
た
っ
て
、
艮
｛
亭
＞
竃
昌
ｏ
と
｝
ｏ
『
耳
ｃ
ｏ
艮
ｏ
ｏ
ｇ
ｏ
ｇ
の
オ
ー
箏
ｑ
冒
｝
ｇ
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
株
式
や
債
券
の
売
買
を
取
扱
っ
た
ブ
ロ
ー
ヵ
－
が
多
数
集
合
し
た
。
」
し
か
し
、
「
ユ
、
の
後
、
漸
次
、
ホ
テ
ル
の
廊
下
に
お
け
る
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

式
や
資
券
の
取
引
は
縮
小
さ
れ
、
下
町
の
業
務
が
増
加
す
る
傾
向
の
た
め
に
中
止
さ
れ
た
。
」
　
も
っ
と
も
、
こ
の
屋
外
取
引
市
場
の

移
動
は
、
売
買
取
引
の
激
増
に
と
も
の
う
市
場
の
狭
隆
の
み
が
原
因
と
な
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
市
場
が
街
路
に
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
て
い
た
た
め
、
交
通
に
困
難
を
来
た
し
、
交
通
整
理
に
よ
っ
て
移
動
せ
し
め
ら
れ
た
と
い
う
原
因
に
も
よ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
屋
外
ヵ
ー
ブ
市
場
が
殿
盛
を
き
わ
め
た
の
は
第
一
次
大
戦
中
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
二
一
年
ま
で
の
間
、
大
規

模
な
製
造
工
業
が
勃
興
し
、
そ
の
企
業
資
本
の
調
達
の
た
め
に
株
式
が
相
つ
い
で
発
行
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
大
衆
の
証
券
に
た
い

す
る
関
心
は
非
常
に
深
ま
っ
た
。
ヵ
ー
ブ
・
プ
ー
ヶ
ツ
ト
の
業
者
は
ウ
ォ
ー
ル
．
ス
ト
リ
ー
ト
に
か
わ
っ
て
、
戦
時
花
形
株
で
あ
っ

た
鉄
鋼
、
銅
、
海
運
そ
の
他
の
軍
需
株
を
大
最
に
取
引
し
た
。
こ
の
ブ
ロ
ー
ド
．
ス
ト
リ
ー
ト
に
お
け
る
売
買
取
引
の
光
策
は
壮
観

を
呈
し
、
き
わ
め
て
多
彩
で
あ
っ
た
。
　
「
ウ
イ
ー
ク
ニ
ア
イ
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
の
あ
い
だ
、
ブ
ロ
ー
ド
．
ス
ト
リ
ー

ト
ヘ
足
を
運
ぶ
金
融
街
の
訪
間
者
は
、
丁
度
、
下
の
収
引
場
所
の
興
味
あ
る
光
婦
む
観
た
で
あ
ろ
う
。
幾
百
人
と
い
う
活
気
に
溢
れ

た
人
六
が
群
り
集
っ
て
、
押
し
合
い
な
が
ら
、
歩
道
か
ら
歩
道
へ
と
街
路
を
一
杯
に
埋
め
つ
く
し
、
ン
、
の
群
集
の
興
奮
し
た
叫
び
声

の
騒
音
は
遠
く
ま
で
き
こ
え
た
で
あ
ろ
う
。
両
方
の
窓
の
上
方
の
電
話
係
に
よ
る
手
振
に
つ
い
て
人
六
は
奇
妙
な
印
象
を
う
け
た
で



あ
ろ
う
。
売
買
取
引
に
た
ず
さ
わ
る
沓
の
の
フ
エ
ル
ト
の
明
る
い
緑
色
の
幅
子
、
キ
ラ
キ
ラ
光
る
赤
い
鳥
打
帽
、
白
い
深
い
帽
子
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

雨
天
の
日
に
は
、
油
を
ひ
い
た
皮
の
上
衣
を
蒼
て
、
防
水
布
で
つ
く
っ
た
暴
風
雨
帽
を
着
て
い
た
。
」
「
附
近
の
建
物
の
窓
は
電
話
の

頭
掛
を
つ
け
た
事
務
員
で
一
杯
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
し
き
い
に
跨
が
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
彼
等
の
ひ
っ
き
り
な
し
の
叫
び
声

や
は
げ
し
い
手
振
り
は
、
見
物
人
に
、
狂
気
の
沙
汰
と
驚
き
あ
き
れ
さ
せ
る
が
、
街
路
に
い
る
湧
き
か
え
っ
て
い
る
群
集
の
中
の
売
買

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

フ
ロ
ー
ヵ
ー
に
は
よ
く
判
る
の
で
あ
る
。
」
「
そ
れ
は
ま
さ
し
く
富
の
神
、
物
欲
の
偶
像
の
外
部
市
場
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
」

　
か
よ
う
な
原
姶
的
機
構
に
よ
る
証
券
取
引
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
取
引
の
繁
盛
に
つ
れ
て
、
そ
の
仕
法
や
操
作
は
正
確
と

迅
速
の
点
に
お
い
て
著
し
い
発
達
を
遂
げ
、
ヵ
ー
ブ
・
マ
ー
ヶ
ツ
ト
は
新
設
の
会
杜
に
よ
る
株
式
発
行
に
適
切
な
場
所
と
な
り
、
公

正
な
競
争
売
買
を
通
じ
、
各
種
の
企
業
資
本
が
調
達
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
カ
ー
ブ
．
マ
ー
ヶ
ツ
ト
は
、
そ
の
機
構
や
組
織
に
つ
い
て
も
、
売
買
仕
法
や
受
渡
履
行
に
つ
い
て
も
、
な
ん
ら
の
規
則
も
規
約
も

な
か
っ
た
。
売
買
取
引
が
晴
雨
を
間
わ
ず
、
喧
騒
と
混
乱
の
う
ち
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
頑
健
な
体
艦
と
強
壮
な
肺
臓
の

所
有
者
で
あ
る
な
ら
ば
、
誰
れ
で
も
ブ
ロ
ー
ヵ
１
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ブ
ロ
ー
ヵ
１
や
顧
客
を
制
約
す
る
余
多
の
商

慣
褐
は
守
ら
れ
て
い
た
が
、
売
買
収
引
の
基
礎
は
個
人
の
信
用
に
お
か
れ
て
い
た
。
長
い
年
月
の
あ
い
だ
組
織
ら
し
い
組
織
は
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
漸
く
、
一
九
〇
八
年
に
い
た
っ
て
、
オ
¢
事
Ｈ
ｏ
宍
Ｏ
員
げ
宰
ｏ
ｑ
雪
２
が
組
織
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
　
「
ヒ
ュ
ー
ズ

委
貝
会
（
｝
自
・
ｑ
訂
・
。
Ｏ
◎
昌
邑
・
。
。
・
－
９
）
の
報
告
は
、
カ
ー
ブ
で
行
わ
れ
た
不
正
手
段
を
厳
し
く
批
判
し
、
強
く
改
革
を
勧
告
し
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

で
、
何
か
の
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
緒
呆
、
一
九
一
〇
年
、
オ
ｏ
奉
■
ｏ
寿
Ｏ
冒
げ
く
胃
斤
９

＞
。
。
・
り
◎
じ
き
８
と
呼
ば
れ
る
組
織
が
緕
成
さ
れ
た
。
　
一
五
名
の
委
員
か
ら
な
る
代
表
の
会
議
が
ヵ
ー
ブ
の
管
理
主
体
を
な
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
こ
の
時
い
ら
い
　
誤
っ
た
慣
習
を
除
去
し
、
高
い
水
準
を
要
求
す
る
た
め
に
、
不
断
の
努
力
が
続
け
ら
れ
た
。
」

　
　
　
第
二
市
場
論
臼
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
（
三
七
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
（
三
七
八
）

　
オ
¢
事
■
ｏ
寿
Ｏ
冒
げ
く
胃
ぎ
け
声
。
。
。
・
◎
ｏ
華
｛
旨
は
、
一
九
一
九
年
、
そ
の
市
場
を
街
路
か
ら
屋
内
に
移
す
こ
と
を
決
議
し
、
一
九

二
一
年
、
↓
ユ
邑
耳
雪
８
ｏ
に
新
装
な
っ
た
建
物
内
に
移
転
し
た
。
こ
の
移
転
に
は
反
対
論
も
あ
っ
た
が
、
深
刻
な
不
況
を
も
推
し

て
実
施
さ
れ
た
・
か
く
て
、
か
っ
て
の
多
彩
匁
屋
外
市
場
の
光
旦
凧
は
な
く
な
り
、
叫
び
合
う
群
集
や
奇
妙
な
手
振
に
よ
る
合
図
に
舞

く
ブ
ロ
ー
ヵ
－
の
姿
は
街
路
か
ら
消
え
失
せ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
崖
内
移
転
と
と
も
に
定
款
を
更
新
し
、
そ
れ
と
同
時
に
↓
ぎ
岩
¢
事
■
◎
宍
９
ま
く
四
、
斤
、
↓
と
改
称
し
た
。
そ
の
後
、
一

九
二
九
年
・
さ
ら
に
・
↓
訂
岩
ｏ
事
■
◎
宍
Ｏ
冒
げ
向
き
ブ
四
畠
¢
と
改
名
し
、
　
一
九
三
四
年
の
証
券
取
引
所
法
に
も
と
ず
い
て
、
登

録
を
申
請
し
・
国
法
証
券
取
引
所
オ
註
◎
量
Ｈ
０
０
８
冒
巨
霧
向
内
Ｏ
ぎ
罵
Ｏ
と
な
り
、
さ
ら
に
、
一
九
五
三
年
一
月
五
目
か
ら
、
現
在

の
弓
｝
ｏ
声
旨
ｏ
庄
ｏ
｝
■
ｏ
ｏ
８
ｏ
〆
目
内
ｏ
げ
與
づ
帽
ｏ
と
し
た
の
で
あ
る
。

◎
掌
ズ
婁
ぎ
：
冒
；
邑
竃
。
・
・
二
げ
三
婁
ぎ
；
…
言
葦
・
曇
・
。
・
く
。
、
。
、
一
づ
一
く
。
、
。
。
、
、
二
婁
・

　
＠
　
塩
野
谷
九
十
九
著
「
ア
メ
リ
カ
経
済
の
発
展
」
一
〇
五
頁
。

　
＠
　
塩
野
谷
九
十
九
著
、
前
掲
書
、
一
〇
六
頁
。

＠
泰
貫
－
向
．
一
景
ま
津
・
一
薫
・
・
葦
；
葦
蓑
・
嚢
Ｎ
・
勺
二
Ｎ
と
・
。
・

　
　
　
八
木
正
一
郎
訳
、
　
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
論
」
三
三
頁
。

＠
＠
季
く
。
寿
・
冒
言
・
麦
曇
・
・
旨
蕃
・
二
婁
・
墨
・
一
一
。
畠
三
、
二
。
、
：
。
、
竃
、
。
プ
、
目
・
。
。
・
書
．
二
．

¢
＠
オ
婁
ざ
；
；
二
葦
彗
。
・
二
・
旨
葦
ニ
ニ
婁
。
目
。
一
、
庄
。
目
。
。
一
婁
－
二
・

＠
茅
≠
ざ
二
昌
；
隻
竃
。
・
…
旨
葦
旨
雲
・
。
目
、
一
。
庄
。
目
。
。
一
妻
二
』
・

　
＠
Ｏ
ま
曇
二
．
○
．
一
↓
冨
嚢
・
汁
一
婁
巨
Ｏ
冒
タ
§
ｏ
・

＠
く
竃
葦
毒
ヲ
オ
．
・
．
…
・
ら
８
；
・
ま
曇
ぎ
旨
三
一
巨
目
・
与
。
。
２
、
・
事
§
～
負

　
＠
冒
員
Ｏ
．
＞
．
邑
睾
彗
貸
考
こ
．
一
ぎ
・
。
一
・
・
；
一
、
、
庁
、
二
竃
・
二
＠
一

　
　
　
藤
村
忠
、
小
林
睦
夫
共
訳
、
株
式
市
場
、
一
四
一
頁
。



　
　
　
　
　
　
　
一
一
の
三

　
正
規
の
株
式
取
引
所
の
ほ
か
に
、
追
加
的
な
、
あ
る
い
は
、
補
助
的
な
株
式
取
引
所
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る

上
述
の
経
験
だ
け
で
は
き
：
一
リ
に
き
て
茎
ら
荒
て
い
る
こ
と
は
、
一
般
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
に
春
る
法

定
市
場
と
し
て
存
在
す
る
バ
ル
ヶ
一
忌
零
量
一
の
ほ
か
に
、
証
券
売
買
取
引
市
場
と
し
て
ク
リ
ス
一
峯
、
、
。
げ
、
。
、
一
、
。
。
自
－
－
。
・
。
。
一

と
自
由
市
場
（
睾
胃
ｏ
ま
－
旨
冒
ー
く
胃
ｏ
臣
｝
◎
Ｈ
。
・
－
９
試
）
と
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
↓
｝
、
岩
、
事
■
。
、
斤

Ｃ
Ｏ
ざ
鼻
目
き
ぎ
長
ｏ
と
↓
ぎ
オ
¢
考
■
◎
寿
２
ま
峯
胃
ざ
け
と
が
併
立
し
て
い
た
よ
う
に
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
い
て
は
、
か
よ
う
に

法
定
市
場
の
ほ
か
に
二
つ
の
場
外
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
フ
ラ
ソ
ス
証
券
市
場
の
組
織
に
お
け
る
特
長
で

あ
る
。

　
場
外
市
場
で
あ
る
ク
リ
ス
は
私
営
の
市
場
で
あ
っ
て
、
法
定
公
営
の
市
場
で
あ
る
バ
ル
ヶ
に
お
い
て
売
買
取
引
さ
れ
て
い
な
い
証

券
に
つ
い
て
の
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
わ
ば
、
ク
リ
ス
は
バ
ル
ヶ
の
補
完
的
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ア
メ

リ
ヵ
に
お
け
る
ヵ
ー
ブ
・
マ
ー
ヶ
ツ
ト
の
役
割
と
対
称
的
で
あ
る
。

　
「
フ
ラ
ソ
ス
銀
行
が
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
紙
幣
発
行
に
つ
い
て
独
占
権
を
保
有
し
て
い
る
と
お
な
じ
よ
う
に
、
一
八
九
八
年
い
ら

い
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
公
的
組
織
が
名
付
ら
れ
て
い
る
Ｏ
◎
昌
雇
ｏ
ｑ
邑
¢
箒
の
ト
。
ｑ
Ｓ
誌
箒
ｏ
げ
、
。
囚
。
を
構
成
し
て
い
る
七
十
名
の
会
員

は
・
他
の
人
六
に
た
い
し
て
公
共
的
証
券
や
相
場
に
敏
感
な
証
券
の
売
買
取
引
に
つ
い
て
の
合
法
的
独
占
権
を
保
有
し
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

れ
は
一
七
二
〇
年
い
ら
い
の
事
態
で
あ
っ
て
、
た
だ
、
革
命
の
期
問
中
は
会
員
は
六
十
名
と
な
っ
た
。
」

　
一
般
に
・
バ
ル
ヶ
一
睾
量
一
と
い
わ
れ
る
の
は
、
…
侯
う
・
§
置
。
一
、
・
。
。
。
お
。
づ
一
・
。
。
、
。
。
四
。
・
。
。
の
通
称
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
三
七
九
）

　
　
　
第
二
市
場
論
臼
（
住
ノ
江
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
三
八
○
）

　
し
か
し
、
バ
ル
ヶ
は
「
証
券
に
た
い
す
る
仲
介
の
独
占
的
権
限
を
、
平
穏
に
、
あ
る
い
は
完
全
に
享
受
さ
れ
な
か
っ
た
。
投
機
活

動
が
ま
だ
発
達
し
て
い
な
い
時
分
か
ら
、
そ
の
甘
い
汁
を
吸
お
う
と
す
る
人
六
が
戸
口
に
陣
取
っ
て
い
る
。
取
引
所
の
建
物
の
ホ
ー

ル
や
柱
廊
（
式
玄
関
）
の
ヵ
ゲ
や
階
段
の
広
い
踊
場
や
街
路
の
曲
り
角
な
ど
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
い
る
取
引
所
の
ア
ウ
ト
サ
ィ
ダ
ー

が
、
相
互
に
、
あ
る
い
は
外
部
の
公
衆
と
、
あ
る
い
は
、
公
認
の
ブ
ロ
ー
ヵ
１
と
、
浮
動
す
る
相
当
数
の
未
上
場
の
証
券
は
も
ち
ろ

ん
、
公
認
の
市
場
に
上
場
さ
れ
て
い
る
株
式
や
債
券
を
売
買
取
引
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
バ
ル
ヶ
や
当
局
に
よ
っ
て
、
つ
ね
に
反
対

さ
れ
、
起
訴
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
な
お
、
公
的
市
場
の
外
部
の
取
引
は
行
わ
れ
て
”
自
由
市
場
〃
を
維
持
し
よ
う
と
固
執
し
た
。

一
八
九
三
年
ま
で
、
公
認
さ
れ
な
い
市
場
を
構
成
し
た
五
百
の
商
杜
が
取
引
所
の
全
取
引
の
四
分
の
三
を
占
め
る
取
引
量
を
し
め
し

◎
た
。
」
　
こ
の
事
態
は
、
ト
囚
９
誌
箒
９
彗
鷺
か
ら
敵
視
せ
ら
れ
る
因
由
と
な
り
、
こ
の
取
引
市
場
に
た
い
し
て
、
大
き
な
圧
迫
を

な
す
よ
う
に
政
府
を
動
か
し
、
バ
ル
ヶ
の
外
部
の
ブ
ロ
ー
ヵ
１
を
廃
止
す
る
法
律
を
つ
く
る
よ
う
に
請
願
し
た
り
、
パ
ル
ヶ
以
外
の

場
所
で
証
券
取
引
を
行
う
こ
と
に
た
い
し
厳
罰
に
処
す
る
法
律
の
制
定
を
要
請
し
た
り
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
バ
ル
ヶ
以
外
の
外
部
の

最
初
の
”
自
由
市
場
〃
を
ク
リ
ス
（
Ｏ
◎
邑
げ
の
庁
易
）
と
い
う
。
ク
リ
ス
と
い
う
名
の
劇
場
の
傍
ら
で
取
引
が
行
わ
れ
る
慣
習
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
）
　
一
八
九
三
年
、
課
税
政
策
で
対
処
し
た
が
、
さ
ら
に
、
人
種
的
排
他
政
策
に
訴
え
た
。
外
部
の
多
く
の
ブ
ロ
ー

カ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
人
と
ド
イ
ツ
人
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
ら
の
資
金
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ャ
と
フ
ラ
ソ
ス
の
長
期
公
債
の
価
格
を
押
し
下

げ
る
陰
謀
を
も
ち
、
同
盟
に
た
い
す
る
信
頼
を
傷
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
理
は
反
ユ
ダ
ヤ
運
動
に
大

き
な
反
響
を
よ
ん
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
一
般
化
し
た
批
難
の
圧
力
の
も
と
に
、
政
府
は
、
す
べ
て
の
証
券
取
引
に
つ
い
て
、
株
式
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
の
記
録
を
の

こ
す
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
法
律
を
通
過
せ
し
め
た
。



　
か
く
て
、
当
降
の
フ
ラ
ソ
ス
の
証
券
市
場
組
織
に
着
け
る
課
題
は
、
第
一
に
、
公
的
猿
占
の
庇
翼
の
も
と
に
、
外
部
市
場
の
確
立

の
可
能
性
、
お
よ
び
そ
の
調
和
に
つ
い
て
で
あ
り
、
第
二
に
、
国
民
議
会
に
訴
願
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
力
的
公
的
独
占
に
よ
る

非
合
法
的
競
争
か
ら
の
擁
護
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
フ
ラ
ソ
ス
証
券
市
場
組
織
に
お
け
る
特
長
は
、
他
の
い
ず
れ
の
国
に
た
い
し
て
も
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
。

あ
っ
て
、
し
か
も
、
Ｏ
◎
８
雇
習
庁
ｑ
窮
幸
。
ｑ
９
房
箒
Ｏ
罫
尾
ｏ
の
独
占
は
、
フ
ラ
ソ
ス
政
府
の
厳
格
な
、
包
括
的
支
配
管
理
の
も

と
に
運
営
さ
れ
て
い
る
独
占
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
け
る
最
重
要
な
慣
習
は
、
す
べ
て
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

取
引
所
の
会
員
は
フ
ラ
ソ
ス
市
民
権
を
も
つ
者
に
限
ら
れ
、
大
蔵
大
臣
の
承
認
を
う
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
売
買
取
引

手
数
料
も
法
律
に
規
定
さ
れ
、
会
員
の
数
も
、
顧
客
の
氏
名
を
表
示
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
も
、
外
国
政
府
の
証
券
を
上
場
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
も
、
す
べ
て
み
な
政
府
の
同
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

　
パ
ル
ヶ
と
ク
リ
ス
の
重
要
な
相
違
は
、
第
一
に
は
、
＞
。
ｑ
彗
誌
宗
Ｏ
罫
轟
¢
の
連
帯
責
任
で
あ
る
。
全
会
員
は
注
文
者
に
も
、
資

金
の
提
供
者
に
も
、
負
債
に
責
任
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
特
筆
す
べ
き
特
質
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
事
情
の
如
何
を
間
わ
ず
、
自
己

の
計
算
で
証
券
を
売
買
す
る
こ
と
は
、
公
認
の
ブ
ロ
ー
ヵ
１
に
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
厳
格
な
規
則
が
強
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
公
認
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
た
ん
に
手
数
料
ブ
ロ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
取
引
代
理
人
で
あ
っ
て
、
決
し
て
売
買
取
引
の
当
事
者
に
な
っ
て

は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
の
価
格
で
同
額
の
同
一
証
券
の
買
注
文
と
売
注
文
を
う
け
た
と
き
は
、
そ
の
事
務
所

で
二
つ
の
相
反
す
る
注
文
を
つ
け
合
せ
た
り
、
相
殺
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
い
わ
ゆ
る
バ
ィ
ヵ
イ
の
禁
止
は
投

資
者
保
護
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
、
フ
ラ
ソ
ス
で
は
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
禁
止
規
制
は
、
投
機
的
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
一
群

を
消
減
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
二
市
場
論
臼
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
三
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
三
八
二
）

　
こ
れ
は
ロ
ソ
ド
ソ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
証
券
取
引
に
お
け
る
ブ
ロ
ー
ヵ
１
の
役
割
と
は
非
常
に
異
っ
て
い
る
。
大
資
本
を
擁
し
、

バ
ル
ヶ
か
ら
締
め
さ
れ
、
し
か
も
、
手
数
料
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
と
し
て
の
み
活
動
す
る
こ
と
に
満
足
し
な
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ヅ
ッ
ユ
な
、
大

胆
な
も
の
は
、
当
初
か
ら
外
部
の
自
由
市
場
で
あ
る
ク
リ
ス
の
主
な
る
支
持
者
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
ク
リ
ス
で
手
数
料
を
支
払
わ
な

い
で
、
自
己
の
計
算
で
証
券
を
合
法
的
に
売
買
す
る
こ
と
が
で
き
、
早
く
か
ら
、
パ
ル
ヶ
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
証
券
以
外
の
も
の
を

売
買
双
方
か
ら
手
数
料
を
と
っ
て
取
扱
う
よ
う
に
経
営
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
し
だ
い
に
拡
大
さ
れ
て
、
そ
の
取
引
量

は
不
断
に
増
加
し
、
活
発
な
競
争
が
行
わ
れ
て
、
漸
次
、
声
ｏ
ｑ
９
試
箒
Ｏ
ぎ
晶
ｏ
の
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
を
厭
わ
し
め
、
バ
ル
ヶ

に
お
け
る
手
数
料
取
引
に
た
い
し
て
、
一
八
九
三
年
の
驚
異
的
な
蚕
食
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
、
証
券
取
引

の
た
め
の
市
場
を
拡
大
し
、
改
良
し
て
、
公
衆
の
た
め
に
多
大
の
利
益
を
も
た
ら
す
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
長
い
あ
い
だ
の
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
囚
わ
れ
た
考
え
方
は
、
相
場
を
形
成
す
る
価
格
の
完
全
性
は
、
厳
格
な
手
数
料
ブ
ロ
ー
ヵ
ー

の
機
関
に
よ
っ
て
の
み
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
恋
ら
荏
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
結
局
、
バ
ル
ヶ
の
独
占
を
継
続
せ
し
め
よ
う
と

す
る
バ
ル
ヶ
の
最
大
の
要
求
の
一
つ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
っ
た
。
　
「
し
か
し
、
こ
の
考
え
方
は
、
一
般
の
証
券
価
格
の
指
数
と
し
て
の

相
場
の
効
果
は
、
そ
の
真
実
性
に
依
存
す
る
と
同
様
に
、
そ
の
数
字
に
よ
る
取
引
量
や
取
引
額
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ま

っ
た
く
見
逃
し
て
い
る
。
ひ
ろ
い
、
活
動
的
な
市
場
、
同
一
証
券
を
取
引
す
る
多
数
の
人
六
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
市
場
は
、
価
格
の

真
実
性
の
最
良
の
保
証
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
連
続
す
る
価
格
が
相
互
に
帝
接
に
関
連
す
る
傾
向
を
も
つ
と
と
も
に
、
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
狭
隆
な
市
場
に
お
け
る
よ
り
も
、
操
縦
に
よ
る
感
受
性
の
影
響
が
き
わ
め
て
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

　
「
パ
ル
ケ
の
排
他
的
な
ブ
ロ
ー
カ
ー
組
織
、
会
員
席
の
少
数
、
連
帯
の
原
則
が
金
融
的
に
も
、
ま
た
他
の
事
情
か
ら
も
公
的
市
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ク
リ
ス
を
除
外
す
る
た
め
に
か
ら
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」



　
「
公
的
組
織
の
性
格
は
、
ま
た
、
　
ト
。
ｑ
雪
け
箒
Ｏ
ぎ
畠
ｏ
や
自
己
計
算
で
の
み
取
引
す
る
霊
呂
巨
ｏ
、
と
異
な
る
い
ま
一
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

形
態
の
株
式
取
引
所
関
係
者
の
種
類
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
。
」
　
「
彼
等
は
報
僕
、
、
毒
昌
オ
¢
、
、
に
用
い
ら
れ
る
一
一
一
口
葉
か
ら
、
、
宛
、
昌
、
．

乙
。
庁
富
こ
と
い
わ
れ
る
。
　
こ
れ
は
彼
等
の
な
す
取
引
に
つ
い
て
の
＞
需
暮
註
９
彗
。
ｑ
¢
の
規
定
の
手
数
料
か
ら
割
戻
し
や
割
引
を

う
け
る
の
で
あ
る
。
　
一
八
九
二
年
に
は
バ
ル
ヶ
取
引
の
九
〇
％
が
、
こ
の
零
昌
匡
¢
お
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
Ｏ
ｏ
自
房
。
。
ｏ
団
彗
遣
庁
お
は
久
し
く
射
ｏ
旨
匡
ｏ
お
と
し
て
活
動
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
な
事
態
の
生
じ
た
の
は
、
公
的
独
占
の
も
た
ら
し
た
結
果
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
　
「
こ
の
他
に
そ
れ
と
は
劣
ら
な
い
重

要
奈
く
れ
た
規
崇
存
在
す
的
・
一
「
公
碧
、
主
要
な
市
場
に
上
場
さ
れ
象
っ
た
ヵ
－
ブ
証
券
は
い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
る
と
こ
ろ
に
カ
ー
ブ
・
プ
ー
ヶ
ツ
ト
の
た
め
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
」

　
か
よ
う
に
、
バ
ル
ヶ
の
独
占
性
を
め
ぐ
っ
て
、
バ
ル
ヶ
と
ク
リ
ス
と
の
確
執
は
長
い
年
月
つ
づ
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ク
リ
ス
に

た
い
す
る
組
織
の
公
認
が
な
さ
れ
、
つ
い
に
、
第
二
市
場
と
し
て
確
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
◎
睾
琴
－
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箏
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婁
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勺
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勺
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◎
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勺
胃
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勺
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策
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九
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（
三
八
三
）



丸
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
一
第
三
号
）

九
二
　
（
三
八
四
）

二
の
四

　
米
仏
に
お
け
る
第
二
市
場
の
発
生
に
つ
い
て
の
概
括
的
な
回
顧
を
な
し
た
の
で
あ
る
が
、
株
式
取
引
所
の
運
営
に
お
い
て
、
第
二

市
場
の
発
生
を
誘
発
し
な
か
っ
た
英
独
を
省
み
る
こ
と
は
、
米
仏
に
お
け
る
証
券
市
場
組
織
に
た
い
し
て
、
対
照
的
に
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
周
如
○
よ
う
に
、
英
独
の
株
式
取
引
所
政
策
は
米
仏
の
ン
、
れ
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
い
る
。

　
「
ロ
ソ
ド
ソ
の
株
式
坂
引
所
で
は
、
そ
の
市
場
内
で
会
員
が
取
引
す
る
こ
と
が
で
き
る
証
券
の
範
囲
を
制
限
す
る
規
定
は
あ
る
が
、

そ
れ
は
拙
象
的
な
規
定
の
仕
方
で
あ
り
、
実
際
的
に
は
、
大
体
ど
ん
な
種
類
の
銘
柄
で
も
、
会
員
の
欲
す
る
も
の
を
取
引
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
○

が
で
き
る
状
態
で
あ
る
。
」
「
ま
た
会
員
は
如
何
な
る
銘
柄
に
つ
い
て
も
、
市
場
内
で
取
引
し
よ
う
と
、
市
場
外
で
取
引
し
よ
う
と
白

　
　
　
　

由
で
あ
る
。
」
　
「
た
だ
、
取
引
所
が
毎
目
、
毎
週
お
よ
び
毎
月
発
行
す
る
公
認
相
場
表
○
曽
Ｏ
邑
巨
。
り
け
に
相
場
が
掲
載
さ
れ
る
た
め

に
は
、
そ
の
個
六
の
銘
柄
に
つ
い
て
、
取
引
所
当
局
の
審
査
を
経
、
そ
の
許
可
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
現
に
公
認
相
場
表

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
銘
柄
数
が
約
一
万
に
達
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
銘
柄
全
部
に
つ
い
て
、
毎
目
売
買
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
買
の
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
、
そ
の
売
坪
値
と
買
呼
値
、
お
よ
び
最
近
の
過
去
の
出
来
値
段
を
掲
載
し
て
い
る
。
」
　
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
に
お
け
る
上
場
銘
柄
数
と
比
較
す
る
と
、
ロ
ソ
ド
ソ
株
式
取
引
所
に
お
け
る
そ
れ
は
、
非
常
に
多
銘
柄
に
わ
た

っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
公
認
相
場
表
に
掲
載
す
る
た
め
の
審
査
は
厳
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
１

で
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
「
ド
ィ
ツ
で
は
、
ン
、
の
伝
統
的
の
鉄
則
た
る
市
場
自
由
の
原
則
が
遵
守
せ
ら
れ
、
取
引
所
法
に
定
め
ら
れ
た
欠
格
者
、
例
え
ば
公



民
権
を
喪
失
し
た
者
と
か
、
破
産
者
と
か
、
無
能
力
者
と
か
、
取
引
所
出
入
を
禁
止
さ
れ
た
者
と
か
は
、
一
定
期
問
取
引
所
に
出
入

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
そ
う
で
な
い
限
り
、
何
人
で
も
市
場
に
行
っ
て
取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
取
引
す
る
銘
柄
に

つ
い
て
も
、
特
別
の
制
限
は
な
い
。
た
だ
、
正
規
の
上
場
手
続
を
経
な
い
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
取
引
所
の
諸
施
設
を
利
用
し
て
取
引

を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
即
ち
公
認
相
場
仲
立
人
内
冒
。
・
昌
芽
胃
（
政
府
に
よ
っ
て
任
命
せ
ら
れ
、
兼
業
は
禁
止
さ
れ
、
自
己
の

分
担
す
る
銘
柄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
け
た
売
買
注
文
を
執
行
す
る
の
に
必
要
な
場
合
で
な
け
れ
ば
、
自
己
の
計
算
又
は
名
義
で
取

引
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
）
の
媒
介
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
由
（
私
設
）
仲
立
人
を
利
用
す
る
よ
り
外
な
く
、
そ
の
出
来
値

段
を
取
引
所
の
公
認
相
場
と
し
て
相
場
表
に
発
表
し
て
貰
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
取
引
を
取
引
所
の
清
算
機
関
を
通
じ
て
決
済
し

て
貰
う
こ
と
が
で
き
ず
、
乞
の
取
引
に
つ
い
て
紛
争
が
起
っ
た
場
合
に
、
取
引
所
の
仲
裁
機
関
を
通
じ
て
仲
裁
し
て
貰
う
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
正
式
上
場
に
適
す
る
条
件
に
つ
い
て
は
、
取
引
所
法
に
よ
る
告
示
及
び
取
引
所
の
規
則
に
定
め
ら
れ
、
取
引
所

の
開
設
者
た
る
商
工
会
議
所
の
上
場
審
査
委
員
会
の
厳
重
な
審
査
を
経
て
、
上
場
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
事
情
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
２
　

に
お
い
て
は
、
第
二
市
場
の
発
生
す
る
余
地
は
全
然
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
注
－
　
最
近
の
ロ
ソ
ド
ソ
株
式
取
引
所
に
お
げ
る
上
場
に
っ
い
て
は
、
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目
。
、
一
〇
〇
汁
。
。
岸
向
、
。
｝
、
、
。
。
ｑ
，
Ｈ
目
汁
、
。
（
一
目
．

　
　
○
庄
Ｏ
目
（
勺
や
Ｈ
竃
～
Ｈ
ミ
）
Ｏ
Ｏ
汁
Ｏ
Ｏ
庁
向
き
ぎ
品
Ｏ
曽
胃
－
品
（
勺
や
Ｈ
Ｏ
べ
～
Ｈ
８
）
に
要
領
の
い
い
論
述
が
あ
る
。

　
注
２
　
最
近
の
ド
イ
ツ
株
式
取
引
所
に
お
け
る
上
場
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
　
旨
２
彗
一
〇
．
昌
｛
団
冨
冒
員
｝
・
一
吋
ｏ
、
。
。
、
。
・
ｑ
。
。
。
。
汁
、
、
自
｛
ｏ
。
、

　
　
○
『
昌
２
晶
¢
ｏ
８
肉
ｏ
昌
冒
ｇ
ざ
鼻
宕
睾
．
高
橋
寿
男
、
小
田
和
美
共
訳
、
ド
イ
ツ
取
引
所
法
に
詳
し
い
。

　
＠
◎
　
＠
藤
田
国
之
助
稿
「
第
二
市
場
に
つ
い
て
」
イ
ソ
ベ
ス
ト
メ
ソ
ト
第
五
巻
第
一
二
号
。

第
．
二

市
場
論
匂
（
住
ノ
江
）

九
三
　
（
三
八
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
・
第
三
号
）

九
四
　
（
三
八
六
）

　
　
　
　
　
　
　
二
の
五

　
証
券
取
引
の
発
達
過
程
か
ら
み
る
と
、
す
べ
て
の
証
券
取
引
は
、
そ
の
公
共
的
な
価
格
の
形
成
と
流
通
の
円
滑
を
も
と
め
て
、
戸

外
の
街
路
に
お
い
て
は
じ
め
ら
れ
た
。
こ
の
自
然
発
生
的
な
証
券
取
引
を
秩
序
づ
け
る
た
め
に
、
取
引
機
構
と
組
織
を
つ
く
り
、
証

券
取
引
所
と
い
う
具
体
的
な
、
完
全
に
近
い
流
通
市
場
設
億
を
屋
内
に
施
設
し
た
。
か
よ
う
な
市
場
組
織
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の
市

場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
売
買
取
引
に
か
ん
し
て
規
則
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
市
場
に
お
け
る
売
買
取
引
に
か

ん
す
る
規
則
の
規
定
の
た
め
に
は
、
自
然
発
生
的
に
生
じ
た
証
券
売
買
取
引
い
ら
い
の
慣
習
を
基
礎
と
し
て
秩
序
づ
け
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
証
券
売
買
取
引
に
つ
い
て
の
規
則
の
う
ち
に
は
、
当
然
、
各
国
各
様
の
証
券
取
引
に
お
け

る
異
っ
た
慣
習
に
よ
る
特
殊
性
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
上
述
の
よ
う
な
、
第
二
市
場
の
発
生
を
め
ぐ
る
英
米
独
仏
の
事
情
の
観
察
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
各
国
に
お
け
る
証
券
攻

引
に
か
ん
す
る
規
則
の
特
殊
性
に
も
と
ず
い
て
生
ず
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
し
か
し
、
第
二
市
場
発
生
に
つ
い
て
の
共
通
し
た
基

囚
を
、
そ
れ
ら
の
特
殊
性
の
う
ち
に
も
と
め
る
と
、
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
い
て
取
引
さ
れ
る
客
体
、
取
引
対
象
物
件
に
つ

い
て
規
定
す
る
上
場
制
度
、
と
く
に
、
上
場
基
準
の
う
ち
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
フ
ラ
ソ
ス
の
バ
ル
ヶ
に
お
い
て

み
ら
れ
る
よ
う
な
独
占
性
、
す
な
わ
ち
、
証
券
取
引
市
場
に
た
い
す
る
外
国
人
資
本
に
た
い
す
る
排
他
性
や
証
券
取
引
機
能
に
お
け

る
白
己
計
算
収
引
の
禁
止
な
ど
の
た
め
の
独
占
性
お
よ
び
バ
ル
ヶ
市
場
に
お
け
る
売
買
取
引
物
件
に
た
い
す
る
厳
し
い
制
限
に
よ
る

独
占
性
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
、
対
抗
的
な
、
あ
る
い
は
補
完
的
な
役
割
を
も
つ
箪
二
市
場
と
し
て
の
ク
リ
ス
の
発
生
、
ま
た
、
ア

メ
リ
ヵ
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
取
引
所
の
売
買
取
引
証
券
の
厳
格
な
選
択
に
よ
っ
て
生
ず
る
欠
陥
を
補
う
た
め
の
、
補
完
的



な
証
券
取
引
市
場
と
し
て
の
ヵ
ー
ブ
・
マ
ー
ヶ
ヅ
ト
の
形
成
、
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
第
二
市
場
発
生
の
基
因
を
探
し
も
と
め
る
と
、

前
述
の
よ
う
に
、
上
場
制
度
よ
り
生
ず
る
間
題
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
元
来
・
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
上
場
規
定
は
、
そ
の
基
準
、
方
法
、
お
よ
び
手
続
の
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、

上
場
規
定
に
お
け
る
最
も
重
要
な
間
題
は
、
上
場
基
準
に
か
ん
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
し
か
も
、
上
場
基
準
は
二
つ
の
相
矛
盾
す
る

基
礎
の
う
え
に
た
っ
て
い
る
。

　
と
い
う
の
は
・
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
に
証
券
を
上
場
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
証
券
に
た
い
す
る
公
共
的
な
価
格
を
形
成
し
、

証
券
の
流
通
を
円
滑
に
す
る
効
果
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
　
「
企
業
会
杜
の
自
已
資
本
調
達
に
た
い
し
て
の
基
本
的
要
請
と
な
る
市

場
流
通
性
を
確
保
す
る
役
割
を
は
た
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
証
券
に
た
い
す
る
一
般
証
券
投
資
者
の
証
券
投
資
を
保
護
す
る
と
い

う
役
割
を
も
つ
こ
と
と
な
る
が
、
こ
の
二
つ
の
証
券
上
場
に
お
け
る
役
割
は
、
本
質
的
に
み
る
と
、
相
互
に
排
反
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
・
矛
盾
対
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
矛
盾
対
立
す
る
役
割
を
本
質
的
に
も
つ
上
場
は
、
上
場
そ
の
も
の
白
体

の
う
ち
に
・
そ
の
矛
盾
対
立
を
解
決
す
る
条
件
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
上

場
が
い
か
な
る
規
定
　
　
手
続
と
基
準
　
　
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
か
と
い
う
上
場
規
定
の
う
ち
に
、
そ
の
解
決
の
条
件
を
も
と
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
証
券
の
上
場
規
定
は
、
如
何
な
る
証
券
を
上
場
せ
し
め
る
か
と
い
う
上
場
証
券
に
つ
い
て

の
選
択
基
準
と
、
如
何
な
る
方
法
に
よ
っ
て
証
券
を
上
場
せ
し
め
る
か
と
い
う
上
場
に
つ
い
て
の
手
続
と
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
が
・
上
場
証
券
の
選
択
基
準
を
規
定
す
る
ば
あ
い
、
一
般
証
券
投
資
者
の
保
護
に
重
点
を
お
く
と
す
る
と
、
そ
の
選
択
基
準

は
き
わ
め
て
厳
格
に
規
定
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
企
業
会
杜
の
資
本
調
達
に
重
点
を
お
く
と
す
る
な
ら

ば
・
で
き
る
だ
け
多
く
の
種
類
の
証
券
を
上
場
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
か
ら
、
上
場
基
準
は
で
き
る
だ
け
緩
和
し
な
け
れ
ば

　
　
　
　
第
二
市
場
論
↑
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
（
三
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
九
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
（
三
八
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

な
ら
な
い
と
い
う
上
場
条
件
に
お
け
る
矛
盾
対
立
と
し
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」

　
か
く
て
、
資
本
提
供
者
と
し
て
の
証
券
投
資
者
の
た
め
に
は
、
上
場
基
準
は
厳
格
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
資
本
調
達
者
と
し
て
の

企
業
会
杜
の
た
め
に
は
、
上
場
基
準
は
緩
和
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
上
場
基
準
に
お
け
る
緩
厳
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
に
よ
っ
て
利
不
利
を
逆
に
生
ぜ
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
も
し
証
券
投
資
を
保
護
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
、
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
上
場
基
準
を
規
定
す
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
上
場
基
準
は
き
わ
め
て
厳
格
な
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
場
基
準
の
緩
和
を
の
ぞ
む
企
業
会
杜
に
お
け
る
証

券
発
行
を
手
段
と
す
る
資
本
調
達
は
、
そ
の
厳
格
な
上
場
基
準
に
し
た
ご
う
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
以
外
の
場
に
お
い
て
具
体
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
新
資
本
の
調
達
を
必
要
と
す
る
企
業
会
杜
は
、
そ
の
収
益
力
に
お
い
て

期
待
せ
ら
れ
る
事
業
を
営
む
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
企
業
会
杜
の
将
来
性
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
発
行
株
式
を
需
要
す
る
も

の
が
増
加
し
、
し
た
が
っ
て
、
新
発
行
の
株
式
を
め
ぐ
る
需
給
が
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
の
場
外
に
お
い
て
締
緒
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
必
ら
ず
し
も
、
新
発
行
の
株
式
を
め
ぐ
る
需
給
に
か
ん
す
る
間
題
に
か
ぎ
る
も
の
で
は
な
く
、
既
発
行
の
株
式
を
保

有
す
る
証
券
投
資
者
か
ら
の
供
給
と
ン
、
れ
ら
の
株
式
を
あ
ら
た
に
保
有
し
よ
う
と
す
る
証
券
投
資
者
に
よ
る
需
要
と
が
対
立
す
る
ば

あ
い
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
要
す
る
に
、
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
厳
格
な
上
場
基
準
に
よ
っ
て
流
通
市
場
か
ら
脱

落
せ
し
め
ら
れ
た
証
券
は
、
そ
の
市
場
を
も
と
め
て
、
組
織
的
証
券
坂
引
所
市
場
の
場
外
に
流
通
の
場
を
築
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
場
外
取
引
に
よ
る
場
外
市
場
の
発
生
、
店
頭
取
引
に
よ
る
店
頭
市
場
の
創
生
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
組
織
的
証
券
坂
引
所
市
場
の
存
在
は
資
本
調
達
者
と
し
て
の
企
業
会
杜
と
資
本
提
供
者
と
し
て
の
証
券
投
資
者
と
の
あ
い

だ
に
介
在
し
て
、
両
者
の
利
益
を
と
も
に
計
る
と
こ
ろ
に
、
ン
、
の
宿
命
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
組
織
的
証
券



取
引
所
市
場
に
お
い
て
、
た
ん
に
後
者
の
利
益
の
み
を
重
点
的
に
運
仰
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前
者
の
利
益
を
計
る
と
い
う
而
に

お
け
る
欠
陥
を
補
う
他
の
取
引
所
的
市
場
の
組
織
が
自
然
発
生
的
に
生
ず
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
市
場
の
発
生
は
か
く

て
、
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
上
場
基
準
を
基
礎
と
し
て
考
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、

し
か
も
、
そ
の
上
場
基
準
の
厳
格
化
は
、
証
券
投
資
者
の
証
券
投
資
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
お
よ
び
そ

の
関
係
業
務
者
の
独
占
性
を
強
化
す
る
役
割
を
演
ず
る
こ
と
と
な
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
独
占
性
の
高
度

化
は
証
券
の
店
頭
収
引
や
場
外
取
引
を
誘
発
し
、
ひ
い
て
は
組
織
的
証
券
収
引
所
市
場
の
ほ
か
に
店
頭
市
場
や
場
外
市
場
の
形
成
に

導
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
＠
　
拙
稿
「
証
券
上
場
規
定
と
第
二
市
場
」
立
命
館
経
済
学
、
第
三
巻
第
二
〔
．
り

　
　
拙
稿
「
証
券
の
上
場
に
。
つ
い
て
」
立
命
館
経
済
学
、
第
九
巻
第
一
号

三

　
と
こ
ろ
で
、
現
実
的
に
み
る
と
、
こ
の
間
題
と
あ
わ
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
を
一
般
と

し
て
は
概
念
的
に
無
差
別
に
考
え
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
な
じ
く
組
織
的
証
券
収
引
所
市
場
と
称
し
て
も
、
中
央

灼
機
能
を
営
む
も
の
と
、
地
方
的
機
能
の
限
界
に
と
ど
ま
る
も
の
と
の
分
化
的
煩
向
が
糾
織
的
証
券
収
引
所
の
確
立
せ
ら
れ
た
悶
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

に
お
け
る
最
近
の
江
口
す
べ
き
傾
向
と
し
て
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。

　
し
か
し
、
証
券
の
売
貰
取
引
量
が
中
央
的
証
券
収
引
所
市
場
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
た
ん
に
、
そ
れ
の
み
の

意
味
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
て
、
証
券
取
引
量
に
お
い
て
相
対
的
減
少
を
来
た
す
地
方
的
証
券
取
引
所
の
機
能
に
変
化
が
み
ら

　
　
　
策
二
市
場
論
臼
（
住
ノ
江
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
三
八
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
九
巻
・
第
三
号
一
　
　
用
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
一
三
九
〇
一

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
証
券
取
引
の
集
中
化
に
よ
っ
て
、
証
券
の
流
通
の
円
滑
化
と
証
券
に
た
い
す
る
公
共
的

な
価
格
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
中
央
的
証
券
取
引
所
市
場
へ
の
証
券
取
引
の
集
中
化
に
よ
り
、
し
た
が
つ
て
、
地

方
的
証
券
取
引
所
に
お
け
る
証
券
取
引
の
相
対
的
減
少
に
よ
り
、
地
方
的
証
券
収
引
所
に
お
け
る
証
券
流
通
の
円
滑
化
を
実
塊
す
る

こ
と
が
困
難
と
な
る
と
と
も
に
、
証
券
に
た
い
す
る
公
共
的
な
価
格
を
形
成
す
る
こ
と
も
ま
た
至
難
の
こ
と
と
な
る
。
、
１
、
の
結
果
、

中
央
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
価
格
形
成
に
大
き
く
影
響
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
写
直
一
相
場
と
い
わ
れ
る
作
用
し

か
機
能
し
な
い
こ
と
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
央
的
、
ま
た
地
方
的
の
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
機
能
の
分
化
が
事
実
と
な
っ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
中
央

的
証
券
取
引
所
に
た
い
し
て
も
、
地
方
的
証
券
取
引
所
に
た
い
し
て
も
、
お
な
じ
く
証
券
取
引
所
一
般
と
し
て
、
証
券
取
引
所
政
策

が
二
兀
的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
事
態
の
変
化
を
見
逃
す
も
の
で
あ
り
、
ン
、
の
妥
当
な
対
策
を
樹
立
し
え
な
い
こ
と
と
山
な
る
。

　
そ
こ
で
・
か
よ
う
な
、
証
券
収
引
所
市
場
の
分
化
と
い
う
事
実
に
も
と
ず
い
て
、
証
券
収
引
所
政
災
を
中
央
的
と
地
方
的
と
〇
二

元
的
な
方
向
を
採
る
必
要
が
化
ず
る
の
で
あ
る
が
、
こ
０
）
二
元
的
証
券
収
引
所
政
策
の
実
施
に
と
も
の
う
一
環
と
し
て
、
前
述
の
上

場
基
準
の
厳
格
化
に
し
た
が
っ
て
外
ず
る
場
外
取
引
ま
た
は
店
頭
取
引
に
た
い
す
る
対
焚
と
か
ら
み
令
わ
せ
て
考
案
工
大
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。

　
も
と
も
と
、
組
織
的
証
券
取
引
所
の
機
能
は
、
前
述
の
よ
う
に
二
つ
の
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
は
、
既
発
行
の
証
券
に
た
い

す
る
側
面
で
あ
っ
て
、
す
で
に
一
定
水
準
の
流
通
に
適
し
た
資
格
を
具
傭
し
て
い
る
も
の
で
、
一
般
の
証
券
投
資
に
適
切
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
沁
券
の
流
迦
を
さ
ら
に
円
滑
に
し
、
そ
の
公
共
的
な
価
格
を
形
成
せ
し
め
る
秩
序
を
確
、
止
す
る
こ
と
を
〔
的
と
す
ｏ
側

而
で
あ
る
。
他
の
側
而
は
、
蝸
発
行
の
証
券
で
あ
っ
て
も
い
ま
だ
流
迦
性
が
具
備
さ
れ
て
お
し
ず
、
価
格
も
ま
た
公
共
的
に
形
成
さ



れ
て
い
な
い
証
券
と
か
、
あ
る
い
は
い
ま
だ
発
行
さ
れ
て
い
な
い
権
利
的
実
体
の
証
券
と
か
に
た
い
し
て
、
ン
、
の
流
通
性
を
附
与
し
、

価
格
の
形
成
に
公
共
性
を
期
す
る
と
い
う
秩
序
を
つ
く
る
こ
と
を
［
日
的
と
す
る
側
南
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
効
果
の
う
え
か
ら
み
れ
ば
、

資
本
調
達
考
と
し
て
の
企
業
会
杜
の
た
め
の
証
券
発
行
に
た
い
す
る
基
礎
条
件
と
な
る
証
券
の
流
通
性
を
あ
た
え
る
効
果
を
も
つ
と

理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
上
場
基
準
を
厳
格
に
し
て
証
券
投
資
者
の
証
券
投
資
を
保
護
す
る
と
い
う
紺
織
的
証
券
取
引
所
の
運
営
方
策
は
、
本
質
的
に
い
う

な
ら
ば
、
第
一
の
側
而
に
も
っ
ぱ
ら
重
点
を
お
く
も
の
で
あ
り
、
第
二
の
側
而
を
忽
せ
に
す
る
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

組
織
的
証
券
取
引
所
の
機
能
を
十
全
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
ば
あ
い
に
は
、
第
二
の
側
両
を
補
完
す
る
な
ん
ら
か
の
方
法
に

よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
組
織
的
証
券
収
引
所
市
場
が
機
能
す
る
の
は
箪
二
の
側
パ
卿
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
企
業
会
礼
の
資
本
調
達
の
た
め
の

訂
券
に
た
い
す
る
流
通
性
の
附
与
は
、
企
業
会
杜
の
作
在
す
る
特
定
地
域
に
お
い
て
は
じ
め
ら
れ
る
の
が
原
則
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
組
織
的
証
券
取
引
所
市
場
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
証
券
収
引
発
連
過
桝
を
阿
顧
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
理
解
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
局
所
収
引
か
ら
集
団
肌
引
へ
、
さ
ら
に
集
中
的
取
引
所
収
引
へ
と
発
連
し
て
き
た
証
券
収
引
の
払
大
過
秩
を
ｍ
顧
す

る
な
ら
ば
、
い
ま
だ
、
流
迦
性
が
十
分
で
な
い
証
み
の
収
引
を
Ｈ
滑
化
す
る
た
め
に
は
、
八
上
周
的
流
迦
へ
の
一
つ
ｏ
附
梯
と
し
て
、
ま

ず
、
特
定
地
域
に
お
け
る
流
通
が
実
机
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と
は
〃
解
す
る
の
に
苫
し
ま
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
も
し
中
央
的
証
券
取
引
所
に
お
け
る
上
場
基
準
の
厳
格
化
に
よ
っ
て
証
券
投
賞
者
の
柾
券
役
資
に
保
護
を
あ
た
え
る
こ

と
を
期
し
、
他
の
一
側
而
と
し
て
の
企
業
会
礼
の
資
本
調
迷
へ
の
前
捉
条
件
と
な
る
紅
券
の
流
迦
性
を
附
与
し
よ
う
と
お
も
う
な
ら

ば
、
特
定
地
域
に
流
逝
す
る
こ
と
を
端
緒
的
段
階
と
す
る
特
艮
を
把
え
て
、
地
方
的
証
券
収
引
所
市
場
に
お
け
る
機
能
の
重
点
を
こ
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の
両
に
お
く
よ
う
に
工
大
考
案
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
地
方
的
証
券
取
引
所
の
存
在
理
由
は
、
ン
、
の

売
行
証
券
○
流
通
が
円
滑
で
な
い
企
業
会
杜
の
存
在
す
る
地
方
の
証
券
収
引
所
が
、
そ
れ
ら
の
証
券
を
流
通
せ
し
め
る
よ
う
機
能
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
、
巾
央
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
上
場
基
準
に
よ
っ
て
脱
落
し
た
棟
類
の
証
券
を
地
方
的
証
券
収
引
所

市
場
に
上
場
す
る
ば
あ
い
、
地
方
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
上
場
某
準
は
、
き
わ
め
て
緩
和
さ
れ
た
某
準
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　

い
の
で
あ
っ
て
、
も
し
地
方
的
証
券
収
引
所
市
場
に
お
け
る
上
場
基
準
が
中
央
的
証
券
収
引
所
市
場
に
お
け
る
上
場
基
準
に
つ
ぐ
厳

格
さ
を
も
つ
上
場
基
準
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
る
抵
ら
ば
、
ま
た
、
そ
の
上
場
基
準
か
ら
脱
落
し
た
傲
類
の
証
券
の
た
め
の
収
引
を

な
す
店
頭
取
引
ヤ
場
外
取
引
が
あ
ら
わ
れ
、
他
に
、
い
ま
一
つ
の
市
場
が
も
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
上
述
も
し
た
よ
う
に
、
上
場
基
準
の
厳
格
化
が
箪
二
市
場
の
売
化
を
導
く
の
で
あ
る
か
ら
、
か
よ
う
に
、
巾
央
的
証
券
収
引
所
市

場
を
証
券
投
資
者
の
証
券
投
資
保
護
の
た
め
の
機
能
を
果
た
す
も
の
と
し
、
地
方
的
乱
券
収
引
所
市
場
を
企
業
会
糺
の
汽
本
調
達
の

前
提
と
な
る
証
券
の
流
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
機
能
を
拠
た
す
も
の
と
す
る
二
元
灼
の
祉
券
収
引
所
政
災
を
採
る
と
す
る
な
ら
ば
、

地
方
的
証
券
取
引
所
市
場
に
お
け
る
上
場
基
準
は
緩
和
し
う
る
だ
け
緩
和
す
る
こ
と
が
効
呆
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
上
場
基
準
の
み

に
か
ぎ
ら
ず
、
上
場
の
子
続
、
上
場
の
方
法
に
お
い
て
も
、
中
央
的
証
券
収
引
所
市
場
に
お
け
る
よ
り
も
緩
和
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
必
要
と
し
、
こ
こ
に
も
ま
た
、
二
元
灼
な
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
の
ソ
、
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
．
こ
の
ば
あ
い
、
ロ
ソ
ド
ソ

株
式
取
引
所
に
お
け
る
上
場
制
度
は
大
き
な
示
唆
を
あ
た
え
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
一
、
■
、
八
、
二
八
）
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